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活動の経緯1
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次のステップに向けたターニングポイント
■ 次のステップを⾒据えた体制の転換が要求されてくる
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認識している課題
■ 『⽣産性向上推進要綱2019年度フォローアップ報告書』（⽇建連）より

◎ BIMへの取り組み

◎ 取り組み中︓72.5%
※ 予定中を⼊れると79.1%

◎ BIMに取り組んだ成果

◎ 期待通り以上の成果がある︓32%
◎ 期待を下回っているが成果がある︓42%

《考察》
◎ BIMに取り組む環境は構築
《課題》
課題❶︓継続的な動向調査

《考察》
◎ 思うように成果があがっていない可能性
《課題》
課題❷︓成果の基準や成果が上がる取組みとは
課題❸︓効率的なBIMを活⽤する⼿法の提⽰
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認識している課題
■ 『⽣産性向上推進要綱2019年度フォローアップ報告書』（⽇建連）より

◎ 「意識改⾰の遅れ」の伸びが⼤きい
◎ 「社内⼈材不⾜」の伸びも⼤きい

※BIMだけに限定されていないが……

《考察》
◎ 成果を出した企業の取り組みを⽔平展開
◎ メリット・デメリットの共有
◎ ⼈材教育に寄与する情報の発信

《課題》
課題❹︓意識改⾰に関する考え⽅の傾向を分析
課題❺︓会社規模に応じた現状把握・分析
課題❻︓BIMに関する情報発信

◎推進する上の障害
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課題の解決に向けて
■ 次のステップを⽬指した⽅針を策定

⽅策②. 建築現場の職員も活⽤できる⽅策を⽰すこと（領域拡⼤）

◎ 図⾯（施⼯図・製作図・設計図）以外の業務に適⽤
◎ 専⾨⼯事会社の技能労働者も活⽤の対象

⽅策①. BIMモデルの扱い⽅に関する標準化をすすめること

◎ BIMモデル承認（施⼯図・製作図）の⼿法を提案（BIMモデル合意の進化）
◎ 仮設関連のライブラリを標準化

⽅策③. BIMを扱う⼈材の教育機会をつくること

◎ 継続した動向調査から課題点と対策を抽出（企業規模に配慮）
◎ 施⼯BIMの成功事例から⼯夫点を共有できる情報を発信（冊⼦発⾏・セミナー開催）
◎ 他部会と連携（FLの取り組みなど）して情報発信できる環境の構築

※課題❷❸に対する活動

※課題❷❸に対する活動

※課題❶❹❺❻に対する活動
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活動成果の報告2
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施⼯BIMのロードマップ
■ BIMを作成することから活⽤することを⽬指す

①の⽅策

②の⽅策

③の⽅策
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活動体制
■ 1WG＋2SWGを新設

BIM専⾨部会

専⾨⼯事会社
BIM連携WG

BIM啓発WG

◎各WG活動の統括

IT推進部会

設備部会

施⼯部会

BIMモデル承認SWG

BIMモデル活⽤SWG

BIM施⼯計画SWG

◎他部会との活動を連携・共有
◎会員企業への啓発
◎BIMに関する動向調査
◎BIMに関する事例発表会企画実施

◎『スタイル2020』編集
◎施⼯BIMのインパクト企画

建築BIM対応WG

◎施⼯図・製作図を中⼼とした
承認⽅法の検討

◎⼯事現場でのBIMモデルの活⽤検討
（検査、進捗管理、など）

◎施⼯計画系のライブラリ標準化

◎国交省主導のWG・部会活動に参画
◎設計企画部会との合同開催

2010.04設置

2019.07設置

活動終了
2013.04設置

今期新設︕｜2020.04設置

今期新設︕｜2020.04設置

今期新設︕｜2020.04設置

2018.04設置

◆参加企業（15社︓48名）
㈱安藤・間｜㈱⼤林組｜㈱奥村組｜⿅島建設㈱｜㈱熊⾕組｜㈱鴻池組｜清⽔建設㈱｜㈱錢⾼組｜⼤成建設㈱｜

㈱⽵中⼯務店｜東急建設㈱｜⼾⽥建設㈱｜㈱フジタ｜前⽥建設⼯業㈱｜三井住友建設㈱

◆オブザーバー︓国⼟交通省｜建築研究所｜BLCJ
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専⾨⼯事会社BIM連携WG❶



12
©2021 一般社団法人 日本建設業連合会

『施⼯BIMのスタイル2020』の発⾏
■ 2021年3⽉末に発刊（予定）

◎2021年3⽉発⾏（予定）
◎全260ページ
◎サブタイトル︓
施⼯段階におけるBIMの
ワークフローに関する⼿引き2020

０章︓総則
１章︓動向
２章︓基本的な考え⽅
３章︓⽬的別ワークフロー
４章︓ワークフロー(ケーススタディ）
５章︓参考資料
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施⼯計画分野＋取り組み別の作業フロー
■ 2021年3⽉末に発刊（予定）
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活動体制
■ 今期はWEB会議にて開催しました

○︓リーダー

撮影︔(第127回WG)2018(平成30)年07⽉11⽇ (⽔)  ＠⽇建連会議室

■ 専⾨⼯事会社BIM連携WG（９名）

○ 曽根 巨充 前⽥建設⼯業株式会社
⽥中 元明 株式会社⼤林組 吉⽥ 知洋 ⿅島建設株式会社
早川 貞友 清⽔建設株式会社 遠藤 啓⼀ ⼤成建設株式会社
染⾕ 俊介 株式会社⽵中⼯務店 北川 剛司 ⼾⽥建設株式会社
⽯坂 貴勲 株式会社フジタ

協⼒︓平⼿ 和夫 東芝エレベータ株式会社
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専⾨⼯事会社BIM連携WG
BIM施⼯計画SWG❷
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BIM施⼯計画SWGの設置⽬的
■ 2018.4 － 2021.3（３年計画で活動）

「施⼯計画BIM」の⼿法を業界標準として確⽴
1. ライブラリの仕様標準化

2. 施⼯計画BIMの⽬的を標準化
3. ライブラリの公開（BLCJ連携）

■ いままでの主な課題
1. 施⼯計画に関連するBIMライブラリが不⾜
2. 各社がライブラリの仕様を独⾃で整備

⇒各GCが各メーカーに異なる仕様でデータ提供を依頼
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BIM施⼯計画SWGの活動
■ ３年計画（⾚字は主な成果）

1年⽬（2018年度）︔現状把握（対応ﾒｰｶｰﾘｽﾄ公開）
1. ライブラリの仕様や活⽤⽬的を把握
2. 関連メーカーなどへの聞き取りにより認識を把握

2年⽬（2019年度）︔仕様標準化（仕様標準化確定）
1. ライブラリ仕様の標準化を検討
2. ライブラリ整備の⽅針検討

3年⽬（2020年度）︔ライブラリ整備（モデル･資料配布）
1. ライブラリ仕様の標準化配信
2. メーカーと連携してライブラリ整備を開始
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建築業界における本会議体の位置づけ
■ 国交省「建築BIM推進会議」の活動の⼀環として活動

国交省建築BIM推進会議の取組みとしてBIM
ﾗｲﾌﾞﾗﾘ技術研究組合（BLCJ）が整備中

施⼯計画に関わるBIMライブラリは
⽇建連とBLCJが共同で整備中

引⽤︓国交省建築BIM推進会議HP
「建築BIMの将来像と⼯程表」P2

引⽤︓BIMライブラリ技術研究組合HP
「BLCJの活動内容/建築部会」

BIMオブジェクト標準

(建具/電気/設備の仕様書)

◎ 建築業界におけるBIMライブラリの整備体制
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⼀般社団法⼈⽇本建設機械⼯業会（以下、建機⼯）との協業開始
・メーカー各社が業界活動としてBIMライブラリの整備を検討
・⽇建連もオブザーバー参加し、ユーザーニーズを提供

建設機械の業界団体との連携を開始
■ ⽇本建設機械⼯業会によるメーカー主導でのライブラリ整備

◎ BIMライブラリを整備する体制を構築
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ゼネコン

クレーンメーカー

移動式クレーンを対象に整備を開始
■ クレーンメーカーと連携して形状・属性の標準化案を作成

移動式クレーンの主要メーカーと連携

サンプルとして作成したクレーンモデル例 属性例

・５MB程度の軽量データ
・旋回や伸縮等の動作が可能
・BIMツールのネイティブ形式

・BLCJオブジェクト標準に
クレーン向けの属性を追記
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ライブラリ＋作成マニュアルを公開
■ 各HPからDLできる環境を構築

https://www.bimobject.com/ja/tadano

◎ ライブラリ
・メーカーHP・DLサイトから⼊⼿

◎ 作成マニュアル
・⽇建連HPからDL（2021年3⽉公開）
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『スタイル2020』｜施⼯計画分野を担当
■ 施⼯計画BIMや移動式クレーンのライブラリに関する資料を掲載

デフォルト値 デフォルト値
1 本体_⾓度 0.00° 9 アウトリガ_前左 2360.00
2 回転台_⾓度 0.00° 10 アウトリガ_後右 2360.00
3 ブーム⻑ 10200.00 11 アウトリガ_後左 2360.00
4 ブーム⾓ 30.00° 12 ジブ使⽤(✓BOX) -
5 ジブ⻑ 8400.00 13 作業半径_ドーム_表⽰(✓BOX) -
6 ジブ⾓ 5.00° 14 カウンタウエイト(✓BOX) ✓
7 ワイヤ操出量 1000.00 15 カウンタウエイト可動範囲_表⽰(✓BOX) -
8 アウトリガ_前右 2360.00 16 作業半径_縦断図(✓BOX) -

デフォルト値 デフォルト値
1 カウンタウエイト重量 0.000kg 26 ジブ⻑規定値 8400;13100;17700
2 カウンタウエイト⻑ 365.00 27 全⻑ 13240.00
3 前後傾斜⾓ 0.00° 28 全幅 2780.00
4 左右傾斜⾓ 0.00° 29 全⾼ 3750.00
5 容積 68.642㎥ 30 ⾞両総重量 41295.000kg
6 クレーンメーカー Tadano 31 カウンタウエイト構成 0;4
7 クレーンメーカーID 32 カウンタウエイト奥⾏き構成 0;365
8 型番 GR-1000N-1 33 アウトリガ脚数 4
9 クレーンタイプ ラフテレーンクレーン 34 アウトリガ最⼤張出幅(前右) 7600.00
10 製品ID 35 アウトリガ最⼤張出幅(前左) 7600.00
11 ジブ有無(✓BOX) ✓ 36 アウトリガ最⼤張出幅(後右) 7600.00
12 最⼤揚重量 100000.000kg 37 アウトリガ最⼤張出幅(後左) 7600.00
13 最⼤地上揚程 66.30 38 アウトリガ最⼩張出幅(前右) 2360.00
14 最⼤作業半径 56.00 39 アウトリガ最⼩張出幅(前左) 2360.00
15 最⼤ブーム⾓ 84.00° 40 アウトリガ最⼩張出幅(後右) 2360.00
16 最⼩ブーム⾓ 0.00° 41 アウトリガ最⼩張出幅(後左) 2360.00
17 ブーム⾓規定値 0;10;20;30;40;50;60;70;84 42 アウトリガ張出規定値(前右) 2360;4180;5380;6400;7200;7600
18 最⼤ブーム⻑ 48000.00 43 アウトリガ張出規定値(前左) 2360;4180;5380;6400;7200;7600
19 最⼩ブーム⻑ 10200.00 44 アウトリガ張出規定値(後右) 2360;4180;5380;6400;7200;7600
20 ブーム⻑規定値 10200;13700;20700;34700;41700;48000 45 アウトリガ張出規定値(後左) 2360;4180;5380;6400;7200;7600
21 最⼤ジブ⾓ 60.00° 46 定格荷重KEY1 0.00
22 最⼩ジブ⾓ 5.00° 47 定格荷重KEY2 0.00
23 ジブ⾓規定値 5;25;45;60 48 備考１ -
24 最⼤ジブ⻑ 17700.00 49 備考２ -
25 最⼩ジブ⻑ 8400.00 50 備考３ -

属性名 属性名

属性名 属性名

カ
タ
ロ
グ
属
性

パ
ラ
メ
ー
タ
属
性

移動式クレーンライブラリの形状・動作作成例 移動式クレーンライブラリの属性例

次年度以降︓他のライブラリ属性標準化を継続
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活動メンバー
■今期はWEB会議にて開催しました

■BIM専⾨部会 専⾨⼯事会社BIM連携WG BIM施⼯計画SWG（12名）
曽根巨充 前⽥建設⼯業株式会社（BIM専⾨部会主査）

〇 染⾕俊介 株式会社⽵中⼯務店（SWGリーダー）
吉⽥知洋 ⿅島建設株式会社 （SWGサブリーダー）
櫻⽥⾠光 株式会社⼤林組 ｜中村裕介 株式会社奥村組 ｜安井好広 ⿅島建設株式会社 ｜
三瓶 亮 ⿅島建設株式会社｜⼩平幸司 株式会社鴻池組 ｜今泉⼤輔 清⽔建設株式会社 ｜
⿂野正志 株式会社錢⾼組 ｜⻑沼⼤輔 ⼤成建設株式会社｜富永 類 三井住友建設株式会社｜

（オブザーバー︓BIMライブラリ技術研究組合）（4名）
BLCJ 寺本英治

平⽥昌美
志⼿⼀哉 芝浦⼯業⼤学
⾼橋 暁 建築研究所
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専⾨⼯事会社BIM連携WG
BIMモデル承認SWG❸
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設置⽬的｜BIMモデル合意の次を考える
■ 『スタイル2014』において提唱

• 施⼯BIMの取り組み⽬的のひとつ
• 合意形成の⼀部にBIMを活⽤し、調整過程で打合せ図⾯の削減・効率化を図る

この合意形成が
「BIMモデル合意」
この合意形成が

「BIMモデル合意」

承認⾏為は
従来通り図⾯で⾏う

承認⾏為は
従来通り図⾯で⾏う

「施⼯BIMのスタイル2014」P.18より

異⼯種間取合部の
「⾒える化」が主⽬的
異⼯種間取合部の
「⾒える化」が主⽬的

◎ BIMモデル合意︓承認関連⾏為の⼀部である
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分 類 利 点
BIMモデル 3次元仮想空間での視認性に優れる

図 ⾯ ⼨法の計測や仕様等テキストの確認に優れる

これを利⽤するのが
「BIMモデル合意」
これを利⽤するのが
「BIMモデル合意」

■ BIMと図⾯のハイブリッドではBIMモデルが更新されない

これが
「BIMモデル承認」

これが
「BIMモデル承認」

BIMモデル合意の優位性と課題

課 題
① 全ての専⾨⼯事会社がBIMに対応できない
② 最終的に図⾯での承認となり、モデルが追従しなくなる

これを解消したら
「BIMモデル合意2.0」
これを解消したら

「BIMモデル合意2.0」
これを解消したら

「BIMモデル承認」
これを解消したら

「BIMモデル承認」

◎ BIMモデル合意
• 優位性｜BIMモデルを活⽤する理由

承認関連⾏為までを全てBIMモデルで⾏う

• 課題
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■ 「BIMモデル合意」の課題①②

現状・現実…ゼネコンと⼀部の専⾨⼯事会社で実施
「BIMモデル合意1.0」 とする

将来・理想…全ての専⾨⼯事会社が対応可能となる
「BIMモデル合意2.0」 とする

BIMモデル合意の課題に対する対応⽅法

「BIMモデル＋デジタル情報」の組み合わせで
図⾯の承認を同等にできる仕掛けがどこまで実現できるか

を⽰す必要がある

「BIMモデル＋デジタル情報」の組み合わせで
図⾯の承認を同等にできる仕掛けがどこまで実現できるか

を⽰す必要がある

◎ 課題①｜「BIM対応できる専⾨⼯事会社が限られる」

◎ 課題②｜最終的に図⾯での承認となり、モデルが追従しなくなる
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■ 「BIMモデル承認」の定義と⽅針

・ BIMモデルを⽤いて従来の図⾯ものと同等の承認結果を得る⼿法
・ 理想はすべてをデジタルで完了させうること

この部分も
モデル(デジタル)で実施

この部分も
モデル(デジタル)で実施

この合意形成が
「BIMモデル合意」
この合意形成が

「BIMモデル合意」

「施⼯BIMのスタイル2014」P.18より

BIMモデル承認の定義

◎ BIMモデル承認
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■ まだまだ難しそう

難 点

① 承認者は設計者であり、「承認」は公的で重要な⾏為である

② 照合元である「設計図」のデジタル情報化・標準化がされていない

③ 「承認」⾏為の正しさを担保するシステム・ツールが存在しない

④ 従来の紙に「レ」点チェックする以外の⼿法がイメージしにくい…

⑤ 設計者・ゼネコン・専⾨⼯事会社、設計図・⽣産図・⽣産設計図…と関係者・対象
が広範に及び全てを対象にするのは困難…

BIMモデル承認を実現させる課題の整理

◎ 実現が難しい理由

実現の向けてのステップを検討
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■ ⽅針<フェーズわけ>

承認関連⾏為の中でフェーズわけ…
① 作図 申請⽤図⾯を作図する
② ⾃ 主 チ ェ ッ ク 提出前の確認を⾏う
③ 承認申請→提出 承認申請・提出を⾏う
④ 設計確認→承認 申請図⾯を確認、OKであれば承認する

⽣産者側だけで
検討・対応可能
⽣産者側だけで
検討・対応可能

設計者も含めた
検討・対応が必要
設計者も含めた
検討・対応が必要

まずは⽣産者が作成する躯体図にフォーカスし、
図⾯⾃主チェックの効率化のための標準的⼿法の確⽴を⽬指す

まずは⽣産者が作成する躯体図にフォーカスし、
図⾯⾃主チェックの効率化のための標準的⼿法の確⽴を⽬指す

実現に向けての作業⽅針

承認対象(図⾯種別)でフェーズわけ…
① ⽣産図 躯体図
② 製作図 主として躯体図に関連する専⾨⼯事会社の製作図
③ ⽣産図 仕上図（平⾯詳細図・天井伏図 etc…）
④ 製作図 主として仕上図に関連する専⾨⼯事会社の製作図

まずは躯体図に
フォーカスして進める

まずは躯体図に
フォーカスして進める

⼿法を躯体図以外に
展開していく

⼿法を躯体図以外に
展開していく

◎ 「BIMモデル承認」実現に向けての作業フェーズ
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■ BIMモデル承認全体像イメージ
BIMモデル承認の全体像

設計者設計者

施⼯者施⼯者

設計者設計者

⽐較・照合
↓

承認

⽐較・照合
↓

承認設計図書
承認申請図

施⼯
BIMモデル

階⾼

基礎・柱
配置・符号

梁配置・符号

設計図書

レレ
レレ

レレレレレレ レレ
レレレレ

レ
レ

レレレ レ
レレ

︻
従
来
︼

︻
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
承
認
︼

⽣産図・製作図チェック

BIMモデル上確認、項⽬別

BIMモデル
承認0.5

従来の承認スタイル

施⼯者施⼯者

承認申請図
データ

設計BIM
モデル 設計図書

(＋設計BIMモデル)

製作図
BIMモデル

⽣産図と製作図の調整

⽣産図の調整

専⾨⼯事会社専⾨⼯事会社BIMモデル
承認0.75

BIMモデル
承認1.0

承認⽤申請
モデルデータ

製作図

⽣産図

専⾨⼯事会社専⾨⼯事会社

芯線図

施⼯者施⼯者

◎ 「BIMモデル承認」のスタイル
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■ 活動スケジュール(想定)

2014〜 2020 2021 2022 2023〜

BIMモデル合意

BIMモデル承認

BIMモデル合意1.0 ⇒ 2.0BIMモデル合意1.0 ⇒ 2.0
● ⼀部の⼯種から全ての⼯種へ…順次増加を期待

● まずは躯体図⾃主チェックの効率化を⽬指す

● 設計間の照合効率化

● 製作図チェックの効率化を⽬指す

他⽣産図へ展開他⽣産図へ展開BIMモデル承認0.5BIMモデル承認0.5

他製作図へ展開他製作図へ展開BIMモデル承認0.75BIMモデル承認0.75

Xへ…Xへ…BIMモデル承認1.0BIMモデル承認1.0

専⾨⼯事会社参画▲

設計関係者と協議開始▲

今後の進め⽅

BIMモデル承認X︓設計図書廃⽌

◎ 活動スケジュール 今期の
進捗
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■ BIMモデル承認SWG（7名）

〇 塩坂 靖彦 株式会社⼤林組（SWGリーダー）

⻤⽊ 順⼀ 株式会社安藤・間｜上中 登貴弥 清⽔建設株式会社｜堀⼝ 衛 ⼤成建設株式会社

河⽥ 英⽂ ⼾⽥建設株式会社｜井上 智揮 株式会社フジタ ｜藤井 周太 前⽥建設⼯業株式会社

活動メンバー
■今期はWEB会議にて開催しました
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専⾨⼯事会社BIM連携WG
BIMモデル活⽤SWG❹
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設置⽬的｜⼯事現場（フィールド）での活⽤
■ 2020.04 － 2021.3（活動初年度）

◎ 活動⽬標
（従来）
・図⾯調整の活⽤⽬的が中⼼
※⼯事現場の職員や技能労働者の活⽤は︖

・検査、進捗管理、数量把握などの
活⽤状況が少ないのではないか

（活動の⽅針）
・⼯事現場で働く⽅々がBIMをどのように活⽤するのか
・具体的な活⽤シーンを検討し、施⼯BIMの裾野を広げる
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現状の把握
■ SWGメンバー内で調査

・⼯種
仮設⼯事、地上躯体⼯事（主に鉄⾻）、内外装仕上⼯
事（納まり検討）、設備整合調整における活⽤の実績
が多い

・活⽤メニュー
⼯種に関わらず、納まり検討、数量把握、図⾯作成、
合意形成 メニュー活⽤実績が多い

・連携
竣⼯後の維持管理、専⾨⼯事業者連携、VR 活⽤など
は実績は少ない

現場でのBIMモデル活⽤検討

◎ SWGメンバーで確認



37
©2021 一般社団法人 日本建設業連合会

領域拡⼤に向けての⽅策｜リーフレット
■ 具体的な活⽤シーンを検討する

◎ 全体⼯期の中でBIMを活⽤する場⾯を体系化
■対象︓現場担当者
・その後、専⾨⼯事会社、

設計担当者へと拡⼤

・全体⼯程におけるBIMモデル
活⽤シーンをピックアップ

施⼯管理シーンと重ね合わせた
活⽤イメージ

これまでの活⽤事例が少ない施⼯管理における「検査」「安全」「進捗管理」「測量」など
を活⽤対象として検討
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・各現場担当者のあ
る1⽇の中でのBIM
モデル活⽤シーンを
それぞれの業務を交
えながら紹介

・BIMモデル活⽤に
おける『指南書』を
数項⽬に対して作成
展開

領域拡⼤に向けての⽅策｜リーフレット
■ 具体的な活⽤シーンを検討する

◎ 現場内の役職との対⽐｜⽇常業務とBIMを紐づけ



39
©2021 一般社団法人 日本建設業連合会

領域拡⼤に向けての⽅策｜リーフレット
■ 具体的な活⽤シーンを検討する

◎ マイルストーン・指南書・活⽤レシピを検討

⽅策等としてリーフレットとして公開（来期公開の予定）

・活⽤の仕⽅などを指南書・レシピに置き換え紹介
・⾃分のBIMスキルレベルがどこかの指標についても整備中
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■ BIMモデル活⽤SWG（9名）

〇 上中 登貴弥 清⽔建設株式会社（SWGリーダー）

脇⽥ 明幸 株式会社奥村組｜安井 好広 ⿅島建設株式会社 ｜⻑⽥ 公秀 株式会社熊⾕組

波多野 純 株式会社鴻池組｜染⾕ 俊介 株式会社⽵中⼯務店｜吉村 知郎 東急建設株式会社

井上 智揮 株式会社フジタ｜⽥端 秀⾏ 三井住友建設株式会社

活動メンバー
■今期はWEB会議にて開催しました
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BIM啓発WG❺



42
©2021 一般社団法人 日本建設業連合会

◎ 活動スケジュール ※2021年度の②BIM動向調査スケジュールは 今後再調整

① BIM情報の共有化 ︓「知らせたい・知りたい・連携したいBIM情報」 を抽出・連携
② BIM動向調査 ︓BIMアンケートを実施、施⼯BIMのスタイル事例集の編集
③ BIMセミナー企画 ︓『施⼯BIMのスタイル2020』 を教科書として、BIMセミナーを開催

◎ 活動内容

年

内容　　　　　　　　　　　　　　　　月

組織変更

アンケート調査

施工BIMのスタイル事例
集 2022

各部会との連携

② BIM動向調査

③BIMセミナー企画

施工BIMのスタイル
2020 関連

重要事項

① BIM情報の共有化

報

2020年度 2022年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2021年度

▼

7/16

活動計画

報告･承認

▼

事例

発表会

9月

▼

事例集

2021

発表

▼

ＢＩＭｾﾐﾅｰ

開催

6月末

▼

ｱﾝｹｰﾄ

速報値

公表

▼

ITｾﾐﾅｰ

開催

2月

▼

ｽﾀｲﾙ

2020

発行

▼

ｱﾝｹｰﾄ

送付

共有BIM

情報の抽出

関連部会

との調整

アンケート

検討・準備

ｱﾝｹｰﾄ

調査

ｱﾝｹｰﾄ分析

事例集検討

事例集

編集作業

事例集

発表

発表会

準備

施工BIMのスタイル

2020 編集

セミナー

企画検討・決定

ｾﾐﾅｰ

準備

▼セミナー

開催

▼事例

発表会

BIM啓発WG BIM啓発専門部会

修正・調整

発行準備

設置⽬的｜情報共有・情報開⽰ ⇒ 啓発
■ 活動内容・スケジュール
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◎ 共有すべきBIM情報をリスト化（2020/11/12 BIM専⾨部会提出）

※BIM情報+「知らせたい・知りたい・連携したいBIM情報」+関連部会 を記載

施⼯BIM情報の共有化 （BIM専⾨部会 提出） BIM専⾨部会 BIM啓発WG 第5回BIM啓発WG会議
■⽬的 ■BIM情報共有化 ■関連部会

① 知らせたいBIM情報 A) 設備部会設備情報化専⾨部会 D)先端ICT専⾨部会 ㋐ アンケート対応項⽬
② 知らして欲しいBIM情報 B) 施⼯部会⽣産性向上専⾨部会 E)積算部会
③ 連携したいBIM情報 C) 設計企画部会設計BIM検討WG F)建築ロボット専⾨部会

※BIM共有抽出→◎でソート
共有 BIM情報 関連部会 BIM情報 ｱﾝｹｰﾄ
抽出 項⽬ 内容・課題 A B C D E F 共有化 対応

列110列1 列4列5列6列7列8列8列8列9列9列1列1列1列1列1列1列1列1列1列1列1列1列2列2列2列2列2列2列2列2列2列2列2列3列3列3列3列3列3列3列3列3列3列4列4列4列4列4列4列4列4列4列43列44列45列46列47列48列49列50列51 列52
◎ ■ BIM動向調査 ㋐
◎ ● アンケート調査の対象 ・ ⼀つの事例による調査（現在） ① 事例集作成を⽬的とした現状の深堀りした内容（各社１件の掲載） ※全体のBIM傾向が把握できない︖ ① ㋐
◎ ・  展開状況が判るような全体の調査 ② 全てのプロジェクトにおける展開状況を把握できる内容 ※BIM傾向の抽出が各社で違う︖ A B C ① ② ③ ㋐
◎ ③ その他会社としての⽅針や推進状況が把握できる内容 A B C D ① ② ③ ㋐
◎ ④ 他の部会と共通するアンケート項⽬の抽出→各部会での共通の調査票とする A B C ③ ㋐
◎ □ 今後の活⽤展開（新項⽬） 施⼯管理関連 ・ 施⼯管理として進捗管理・出来形管理・検査等のBIM活⽤の実績はあるか A B ① ② ㋐
◎ ・ BIM施⼯管理 ・ BIMとxR（VR・AR・MR)による⼯事状況把握、⼯事進捗確認 事例 ※設備部会の事例にあり A B D ③ ㋐
◎ ・ 今後の活⽤展開 ・ データ連携における「不連続」の理由 ※設計⇒施⼯、施⼯⇒設備、ゼネコン⇒専⾨⼯事業者 A B C ① ② ③ ㋐
◎ ・ BIMの展開 ・ ⽇建連参加企業におけるBIMの採⽤率、展開状況調査 A B C
◎ ■ BIMデータ連携 ㋐
◎ ● BIMデータの不連続 ・ データ連携における「不連続」の理由 ・ BIMに対する考え⽅や⽬的が違う ・ BIM連携項⽬が不明、決まっていない A B C ① ② ③ ㋐
◎ ・ 設計変更等でBIM作成が間に合わない（設計施⼯） 等 A C ① ② ③ ㋐
◎ ・ 実際にやってみて、何がうまくいき、何がダメだったか A B C ① ② ③ ㋐
◎ ● 設計⇒施⼯ ・ 設計施⼯︓設計⇔施⼯ ・ 連携すべきBIM項⽬の抽出が必要 C ① ② ③ ㋐
◎ ・ 施⼯のフロントローディングにおける設計と施⼯側の業務分担を明確にする C ③ ㋐
◎ ・ 他社設計︓設計⇒施⼯ ・ 各設計事務所で施⼯BIMに対する考え⽅が違う C ② ③ ㋐
◎ ・ 建物全体のBIM化（意匠・構造・設備）を考えているか C ② ③ ㋐
◎ ・ 設計段階で意匠・構造・設備モデルの整合をとっているか C ② ③ ㋐
◎ ・ 意匠・構造・設備モデルの整合は施⼯側の業務と考えているのか C ② ③ ㋐
◎ ● ゼネコン⇔設備業者 ・ 設備BIMアンケート関連 ・ 設備BIM開始に対する建築モデルの引渡しのタイミングは合っているか A ② ③ ㋐
◎ ・ 連携すべきBIM項⽬の抽出 A ② ③ ㋐
◎ ・ BIMソフトの互換性での問題点 T-fas /Rebro /RevitMEP /Scad等 A ③ ㋐
◎ ● BIMクラウド ・ BIMデータの共有 ・ ⽇建連参加企業は、どのようなクラウドを使⽤しているのか A C ① ② ③ ㋐
◎ ● 設計⇒施⼯⇒維持管理 ・ O&MにおけるBIM情報 ・ 維持管理でBIM使う予定があるか A C ② ㋐
◎ ・ 発注者情報要件（EIR）があるか A C ② ㋐
◎ ・ 発注者要望によるBIM作成の実績はあるか A C ② ㋐
◎ ■ BIMモデル電⼦納品・承認 ㋐
◎ ● BIM確認申請 ・ 設計事務所のBIM対応 ・ BIM確認申請に対する設計事務所の対応︓BIM確認申請に対応できるのか C ② ③ ㋐
◎ ● BIM竣⼯検査 BIM竣⼯モデルの作成 竣⼯時における建築確認検査はBIMを適⽤するのか 従来の図⾯か ※BIM確認申請に対する検査の考え⽅ A C ② ③ ㋐

2020/11/12

No.

⽇建連内の各部会・WGにおいて、施⼯BIMに
関する情報の共有化を図るために、必要な
BIM情報を抽出する

BIM情報共有化リスト

⼤項⽬
・BIM動向
・BIMデータ連携
・BIMﾓﾃﾞﾙ電⼦承認
・BIM施⼯管理
・BIMと積算

中項⽬ 共有BIM情報項⽬
・約30項⽬

関連部会
知らせたい
知りたい

連携したい
BIM情報

分類

①BIM情報の共有化
■ 共有すべき情報から他部会等と連携した活動への布⽯
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➔ 各ゼネコン内全体のBIM展開状況
➔ BIMデータの不連続について
➔ BIMによる設計変更対応
➔ 採⽤しているBIMクラウド
➔ 施⼯計画BIM・施⼯管理BIMの活⽤
➔ BIM採⽤率 or BIM採⽤基準
➔ BIMによる確認申請対応ついて

◎ アンケートを実施︓2021年度
• BIM情報の共有化を踏まえ、2021年度BIMに動向調査を実施予定
• アンケート送付︓2021年 8⽉ / アンケート発表︓2021年10⽉

◎ アンケートの内容（案）
• 『事例集2018』調査時から以下の項⽬を追加

施⼯BIMに関する事例調査シート

②BIMの動向調査
■ 設計や設備等の分野も包含した調査（計画中）
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③BIMセミナーの企画（2021年度）
■ 『施⼯BIMのスタイル2020』の解説

◎BIMセミナー検討中（⼀例として）

• 『施⼯BIMのスタイル2020』 を教科書として、BIMセミナーを開催
• BIMセミナーは、2021年6⽉開催予定（半⽇・オンラインセミナー）

2021 年 6⽉末 ⽇（　）13:15〜16:55（Zoom ⼊室開始13:00 予定）
Zoom ウェビナーによるオンラインセミナー（事前参加申込制）
⼀般社団法⼈⽇本建設業連合会 BIM部会 BIM啓発専⾨部会
会員会社 1,000 名（参加費無料）
施⼯プロセスにおけるBIMの展開（仮）
開催挨拶 - 分
発表 ① BIMロードマップ・施⼯BIM活⽤フロー -

（休憩） -
発表 ② BIMモデル合意・施⼯図BIMの現状 -

（休憩） -
発表 ③ 施⼯計画におけるBIM活⽤ -

（休憩） -
発表 ④ 施⼯管理BIMへの展開 -
閉会挨拶 -17:00 17:15 0:15

14:10 15:00

15:10 16:00

0:50
0:1015:00 15:10
0:50

0:5017:0016:10
16:00

タ イ ト ル ︓
スケジュール︓ 13:15 13:20

⽇ 時 ︓
場 所 ︓
主 催 ︓
定 員 ︓

16:10 0:10

0:1014:00 14:10

0:05
13:20 14:00 0:40

(時間)

◎BIMセミナーの開催
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◎ 発表会スケジュール
• 2021年度は事例の収集と現状の把握（調査）
• 発表会︓2022年9⽉開催を予定

◎ 『事例集2022』発⾏までの進め⽅
• これまでの事例集や関連資料の精査・確認
• アンケート結果を分析し、BIMの動向を検証
• 事例集2022編集のための主旨・構成等を検討

■これまでの関連資料
‣ 施⼯BIMのスタイル 事例集2016,2018
‣ 施⼯BIM 事例発表会 開催報告2016,2018
‣ 施⼯BIMのすすめ 2017
‣ フロントローディングの⼿引き2019 etc.

BIM事例

④施⼯BIM事例発表会（2022年度）
■ 『施⼯BIMのスタイル 事例集2022』の解説・発表会
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■今期はWEB会議にて開催しました
活動メンバー

■BIM啓発WGメンバー（6名）
⽒名 会社名 所属

● 岡部 清幸 ⼤成建設㈱ 建築総本部デジタルプロダクトセンターBIM計画室⻑

岩倉 巧 ㈱安藤・間 建設本部 建築技術統括部 BIMセンター　課⻑

⿃飼 裕之 ㈱奥村組 ICT統括センター イノベーション部 BIM推進室 BIM推進グループ 課⻑代理

泉　覚 ㈱錢⾼組 建築本部 ⼯事・原価統轄部受注責任課⻑

○ 三輪 哲也 ㈱⽵中⼯務店 BIM推進室部⻑

⻑岡 拓哉 ㈱フジタ 建築本部建築統括部BIM推進部　特任次⻑

●･･･リーダー ○･･･サブリーダー

岡部岡部 岩倉岩倉 ⿃飼⿃飼 泉泉 三輪三輪 ⻑岡⻑岡
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来期以降の活動計画3
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2021年度の活動（予定）
■ 施⼯BIMを中⼼として活動を継続します

４.『施⼯BIMのスタイル2020』の解説セミナーを開催

１. 「BIMモデル承認」の実現に向けた課題解決の⽅策検討

２. BIMを活⽤する場⾯を図⾯調整中⼼から⼯事現場へ領域拡⼤

５. ⽇建連会員企業のBIM動向を調査

６. 『フロントローディングの⼿引き』改訂でBIM部分を担当

『（仮）BIM モデル承認の実務における実践』の報告書 （2022 年3⽉）

『（仮）BIM モデル活⽤指標および進め⽅』のリーフレット（2022年3⽉）

３. 仮設ライブラリの標準仕様を拡充
移動式クレーン以外のライブラリ検討（2022年3⽉）

会員企業に対して施⼯BIMの取り組みに関する最新情報を解説（2021年6⽉）

現状の推進状況の把握・課題点等の共有を調査（2021年8⽉）

施⼯部会や設備部会と連携（2021年4⽉以降）
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